
Ⅳ－2 災害情報 

 

住民等への防災情報伝達システム    緊急地震速報伝達を想定した、各種メディアの利用実験 

   
テレビ①(テロップ)  ナレーションなし。テロップ挿入時にチャイム音あり, ナレーション（男性）：（アラーム音

の後に続いて） 

 

[緊急地震速報です。関東地方にまもなく強い地震がきます。机の下にもぐるなど、身を守ってください]（3 回繰り

返す）。 

 

ニューメディアを活用し 
た被害情報収集システム 

 

 

 

 

 

地域住民と ICT を活用し 

た効率的な被害情報収集 

手法の概要 
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ニューメディアを活用した被害情報収集システム 
              図上演習による被害情報収集マニュアルの有効性の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

                  被害情報の流れ（全体） 
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     需要量推計結果などの表示例 
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